
筑波山ハンレイ岩体の層状構造と貫入形態 1

はじめに

　筑波山は，山頂付近にハンレイ岩類が，その周囲の
山麓部には花崗岩類が分布している．その境界部にあ
たる山腹斜面は崖錐堆積物に覆われており，両者の関
係を示す露頭は認められていなかった．また，筑波山
山頂部は筑波山神社の管理地や自然保護区となってい
るため，これまで岩石採取を含む地質調査は困難で，
岩石試料はもっぱら山腹や沢河床の転石から採取され
たものであり，各岩石タイプの分布は不明のままであ
る．そのため，以下の 2つの問題については長年，議
論が不十分であった．
　1つは筑波山ハンレイ岩体とその周囲に分布する筑
波花崗岩（宮崎ほか，1996）との貫入関係である．2

つ目はハンレイ岩体の内部構造である．
　1つ目の課題は，露出が不十分なため Brauns（1880）
以来決着をみていなかった問題で，当初はハンレイ
岩体が花崗岩類を貫いていると見なされた（佐藤，
1927）．その後，津屋（1939）は逆に花崗岩類がハン
レイ岩体を貫くと考えた．さらに，高橋（1980）も同
様な結論を得ている．この課題の結論は，霞ヶ浦用水
筑波トンネル（1号トンネル : 土浦市東城寺（東城寺
口）～石岡市小幡（八郷口），2号トンネル : 風返峠の
北東約 1 kmの分岐～桜川市真壁町椎尾（椎尾口）: 図
1a）の掘削後の調査により得られた．笹田ほか（1987）
は，筑波 1号トンネル内の地質調査により，ハンレイ
岩体が花崗岩類によって貫かれると結論した．これら
の経緯は宮崎ほか（1996）に筑波 2号トンネル内の地
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質を加えて詳述されている．このため，ミュージアム
パーク茨城県自然博物館による第 I期第 1次総合調査
および第 II期第 1次総合調査はこの結論をもとに進
められた（阿武隈山地岩石鉱物調査会，1998，2013）．
しかし，この貫入関係は用水トンネル内で少数の研究
者が概要を観察できただけであり，筑波山の山腹でこ
の関係を示す露頭があれば，この問題について詳細な
理解が高まる．
　もう 1つの課題は，筑波山ハンレイ岩体の貫入構造
の由来が層状岩体か円筒状累帯岩体かという問題であ
る．この課題については 2つの提案がなされているが，
いずれも地質学的な論拠が不十分である．高橋（1994）
は山頂部が層状岩体をなすと解釈している（図 1b）．
ここでは，下位から，中粒角閃石ハンレイ岩－粗粒斜
長岩質ハンレイ岩－粗粒角閃石ハンレイ岩－中細粒角
閃石ハンレイ岩の層状構造を形成していると考えた．
筑波山南方からの山容写真（図 2）からは，女体山か
ら男体山に下る緩傾斜の山稜が層状構造を想起させ
る．他方，宮崎ほか（1996）は，筑波山ハンレイ岩体
が，山頂部を構成する斜長岩－角閃石ハンレイ岩－か

んらん石ハンレイ岩の上位岩相と，トンネル内を構成
するかんらん石ハンレイ岩の下位岩相という層状構造
をなすとしている．しかし，霞ヶ浦用水筑波トンネル
内の岩相が多岐にわたるなど，問題が多い（図 1a，c，
d）．また，宮崎ほか（1996）では，トンネル内の下位
岩相は標高 52 m，上位岩相は山頂の 887 mまでおよ
んでおり，その標高差が 830 mに達している．もし，
単一の水平な層状岩体と考えてその標高差を層厚とみ
なすと，この厚さは複合岩体であるブッシュフェルト
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図 1．筑波山の地質の先行研究．a: 筑波山の地質と霞ヶ浦用水筑波トンネルの地質（宮崎ほか，1996），b: 層状構造を示し
た概略断面（高橋，1994），c: 霞ヶ浦用水筑波 1号トンネル内（八郷横坑）のハンレイ岩と花崗岩類の接触部付近の地質（笹
田ほか，1987），d: 霞ヶ浦用水筑波 1号トンネルの地質（笹田ほか，1987）．

Fig. 1.  Previous researches on geology of Mt. Tsukuba. a: Geology of Mt. Tsukuba and Tsukuba Tunnel route（Miyazaki et al., 1996）, 
b: Layered structure（Takahashi, 1994）, c: Geology of the Tsukuba Tunnel No. 1（Yasato branch）around the boundary area between 
gabbro and granitic rocks（Sasada et al., 1987）, d: Geology of the Tsukuba Tunnel No. 1 of the Kasumigaura Irrigation Project（Sasada 
et al., 1987）. 

図 2．筑波山シルエット : 筑波山の南方からの山容．右側
が女体山，左側が男体山．破線は想起される層状構造．

Fig. 2.  The photo silhouette of Mt. Tsukuba taken from the south 
direction. The right and the left peaks are Mt. Nyotai and Mt. 
Nantai, respectively. Dashed lines show the layered structure 
inferred by the silhouette.
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岩体には遠くおよばないものの，グレートダイク岩体
に匹敵することになる（Carmichael et al.，1974）．一方，
既存の地質図（宮崎ほか，1996）から断面図を作成す
ると，筑波山ハンレイ岩体の構造は，層状岩体に特徴
的な岩床状や漏斗状ではなく，累帯岩体としての特徴
である円筒状岩体が想定される．
　そこで，本論文では筑波山山腹で詳細な地表調査を
実施し，ハンレイ岩類について，周囲の花崗岩類との
貫入関係を推定するとともに，ハンレイ岩体の内部構
造を復元し，その貫入形態について再検討することを
目的とする．

ハンレイ岩類と花崗岩類の分布

　地表調査では，花崗岩類が分布する標高限界を確認
することによってハンレイ岩類の分布範囲を絞り込
み，さらにその分布範囲内について精査した（図 3）．
標高の高い地域に分布する花崗岩類はマサ化している
ことが多く，マサ化したハンレイ岩類との区別が困難
になる．そのため石英結晶の有無により，花崗岩か否
かを判定した．今回の調査結果を地域地質「真壁」図
幅（宮崎ほか，1996）に追記し，修正を加えて地質図

を作成した（図 4）．露頭記載については阿武隈山地
岩石鉱物調査会（2013）に詳述している．花崗岩類と
ハンレイ岩類の分布とその境界について，修正および
再確認した主な点は以下のとおりである．それぞれの
地点はルートマップ（図 3）に示した .

① 　筑波山西側～南西側山腹の酒寄林道から筑波梅林
への林道沿いには花崗岩類が多数露出しており，ハ
ンレイ岩類の分布は 390 m以上の山腹に限定され
る．
② 　筑波山西側山腹に位置する酒寄林道の標高 390 m

の露頭では，花崗岩類とハンレイ岩類の境界が認め
られる（図版 1a）．岩相境界面は走向 N 40°Wで，
北に 40°傾斜している．岩相境界には花崗岩類に細
粒部は認められず，ハンレイ岩側にも細粒部が認め
られない．なお，この露頭の詳細な記載は別に報告
する予定である。
③ 　「真壁」図幅では筑波山西側山腹に位置する標高

266.7 mの峰を含む一体はハンレイ岩類となってい
るが，花崗岩類が分布していることが確認された．
④ 　筑波山南側山腹の御幸ヶ原登山道では，マサ化し
た花崗岩類が標高 520 mまで分布している．白雲橋
登山道でも標高 510 mまで花崗岩類が露出する .し

図 3．筑波山ルートマップ．
Fig. 3.  Route map of the Mt. Tsukuba area.
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たがって，筑波山南側山腹では標高約 500 m付近ま
で花崗岩類が分布している．
⑤ 　風返峠付近標高 480 mの富士見橋付近まで花崗岩
類が分布することは「真壁」図幅でも示されており，
再度確認された．
⑥ 　「真壁」図幅では風返峠から湯袋峠方面へ約

500 m下った道路脇にハンレイ岩類が分布するとし
ているが，露頭ではハンレイ岩類は崖錐堆積物と接
して露出しており，一部に花崗岩類が露出している
ため，このハンレイ岩類は転石と判定した．ただし，
道路より 20 m程度高い位置にある山腹で，ハンレ
イ岩類露頭を 1カ所確認した．
⑦ 　「真壁」図幅では，風返峠から湯袋峠方面へ下る
道路の標高 390 mから分岐する林道入口にもハンレ
イ岩類の分布が示されているが，ハンレイ岩類は緩
傾斜の斜面に露出しており，今回の調査ではそれら
はハンレイ岩転石と判定した．
　なお，ハンレイ岩体北側の地質については「真壁」
図幅と相違点は認められなかった．

　次に，地質断面図を，東西方向は女体山と男体山を
通る ABCDの断面線と GBCDの断面線で，南北方向

は女体山を通る EBFの断面線で作成した（図 5）．ハ
ンレイ岩体の東側について，東西方向の地質断面で
は，霞ヶ浦用水筑波 1号トンネルの地質情報から，女
体山東側斜面に分布する崖錐堆積物分布域の地下，標
高約 60 mではハンレイ岩類が連続して分布しており
（図 1a; No.13-14，16-19），このハンレイ岩類がつつじ
ヶ丘のハンレイ岩類に連続する（図 5a）．霞ヶ浦用水
筑波 1号トンネル八郷口から 1,556 mの位置に花崗岩
類とハンレイ岩類の境界がある（図 1a; No.20）．地表
では，その直上に近い富士見橋北東の標高 430 m付近
（図 4; ⑥）に花崗岩類とハンレイ岩類の境界があると
考えられるので，この境界はほぼ直立しているものと
思われる（図 5b）．
　ハンレイ岩体の西側については，霞ヶ浦用水筑波
2号トンネル内の椎尾口から 2,205 mの位置（標高約
50 m）で花崗岩類とハンレイ岩類の境界が確認されて
おり（宮崎ほか，1996; 図 1a; No.5），その直上は地表
では男体山北西斜面の標高 600 m付近にあたる．一方，
男体山北西斜面に位置する酒寄林道の標高 390 m地点
（図 4; ②）でハンレイ岩類が花崗岩類と接しているこ
とが確認されている．両者の位置のずれを考慮すると，
花崗岩類とハンレイ岩類は東に急傾斜した境界面で接

図 4．筑波山地質図（宮崎ほか，1996を修正）．
Fig. 4.  Geological map of the Mt. Tsukuba area modified from Miyazaki et al.（1996）.



筑波山ハンレイ岩体の層状構造と貫入形態 5

していると考えられる（図 5a，b）．なお，ハンレイ
岩類の層状構造については，後述するようにその走向
が概して東西で傾斜も直立に近いため，東西断面図に
おいて層状構造を表現することは現時点では困難であ
る．
　南北断面では，南側山腹斜面で花崗岩類が標高約
500 m付近まで分布し，ハンレイ岩類に貫入関係で接
していると考えられる．層状構造は，東西方向の走向
が卓越し，傾斜も大きいため，南北断面図では明瞭に
表現できる（図 5c）．以上の結果を総合すると，筑波
山ハンレイ岩体の水平断面は東西方向に伸びた楕円形
で，三次元的には短軸面がやや東に急傾斜した楕円柱
を呈すると考えられる．

ハンレイ岩類・花崗岩類と閃緑岩類の貫入関係

　花崗岩類がハンレイ岩類に貫入したことは笹田ほか
（1987）と宮崎ほか（1996）に示されている．笹田ほ
か（1987）と宮崎ほか（1996）の霞ヶ浦用水筑波 1号，
2号トンネル内の地質図によれば，ハンレイ岩類と密
接に関係して閃緑岩類が出現しており（図 1c，d），閃
緑岩類はハンレイ岩類に貫入し，花崗岩類に貫入され
ていると記述されている．したがって，閃緑岩類の貫
入時期は，ハンレイ岩類と花崗岩類の間であると結論
している．
　今回の調査で，筑波山北西山腹の酒寄林道脇（標高

320 m）で転石ではあるが，閃緑岩類が花崗岩類を貫
いている試料を採取した（図版 1b-d）．これは，閃緑
岩類の貫入時期が花崗岩類貫入の前後に少なくとも 2

回あったことを示している．筑波山ハンレイ岩体の岩
相が多様であること，また，筑波山周辺の花崗岩類も
多様な岩相からなることから推測すると，筑波山周辺
の深成岩マグマの活動は長期にわたるものと思われ，
各岩体の貫入関係はさらに複雑なものと考えられる．

ハンレイ岩類の岩相と構造

　筑波山ハンレイ岩体は多様な岩相をもつ．これまで
の報告（宮崎ほか，1996; 高橋ほか，2011）や今回報
告する鉱物組合せ（表 1）からは，斜長岩質ハンレイ岩，
カンラン石ハンレイ岩，ノーライト質ハンレイ岩，斜
方輝石単斜輝石ハンレイ岩，角閃石斜方輝石単斜輝石
ハンレイ岩，角閃石単斜輝石ハンレイ岩，角閃石ハン
レイ岩の 6種類が識別できる．鉱物粒度も多様である．
斜長岩質ハンレイ岩とカンラン石ハンレイ岩，ノーラ
イト質ハンレイ岩，斜方輝石単斜輝石ハンレイ岩は粗
粒である．角閃石ハンレイ岩や角閃石単斜輝石ハンレ
イ岩は中粒から細粒なものが多い．コートランダイト
組織の角閃石ハンレイ岩も出現する．角閃石ハンレイ
岩類には角閃石ペグマタイトが多く発達し，その角閃
石は極めて粗粒である．なお，地表調査ではカンラン
石ハンレイ岩の産出は稀であった．
　1つの岩塊の中で，斜長岩質ハンレイ岩と角閃石ハ
ンレイ岩が分化している組織が認められるものもあ
る（図版 1e）．この場合，両者の境界は漸移的である
が，斜長岩質ハンレイ岩が角閃石ハンレイ岩に貫入し
ている露頭もある（図版 1f）．角閃石ハンレイ岩の中
には 2種のマグマの混合を示す組織を有するものもあ
る（図版 2a，b）．
　ハンレイ岩類については，その層状構造や流動構造
を中心に観察した．それらの走向傾斜を図 6に示す．
　男体山を構成する主岩相は角閃石を多量に含む角閃
石ハンレイ岩である．斜長石の量と粒度の相違によっ
て，優黒色から優白色まで多様な岩相を呈する（図
版 2c）．層状構造はこの岩相の違いによって生じてい
る．この角閃石ハンレイ岩中には角閃石ペグマタイト
がよく発達し，その角閃石はペグマタイトの壁面に対
して概ね直交方向に成長している．主岩相のハンレイ
岩類中の角閃石は弱い直線状配列が層状構造の面上で

図 5．筑波山地質断面図．a: 東西断面（D-C-B-G），b: 東西
断面（D-C-B-A），c: 南北断面（F-B-E）．断面線の位置
は図 4による．Gb: ハンレイ岩類，Ts2: 片状トーナル岩，
Ts3: 斑状花崗閃緑岩．

Fig. 5.  Geological cross section of the Mt. Tsukuba. a: E-W 
direction（D-C-B-G）, b: E-W direction（D-C-B-A）, c: S-N 
direction（F-B-E）. The lines of cross section are shown in 
Fig. 4. Gb: gabbro, Ts2: schistose tonalite, Ts3: porphyritic 
granodiorite.
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認められる．男体山付近のハンレイ岩類の層状構造は
WNW-ESEの走向をもち，傾斜は層状構造の乱れや斜
交構造によって場所により変動し，山腹ではやや緩傾
斜になる傾向がみられるものの，急傾斜のものが卓越
する．このような構造から，男体山付近のハンレイ岩
類の内部構造は概して直立に近い構造であると推定さ
れる．
　男体山のハンレイ岩類の細～中粒ハンレイ岩類には
流動構造が顕著であり，「真壁」図幅にも記述されて
いる．特に男体山神社付近にある良好な露頭では，褶
曲構造，斜交構造，級化構造などが複雑に絡み合って
発達しているのが観察できる（図版 2d）．これらの構
造は地下深部マグマ溜まり内でのマグマ流動を表して
いると解釈される．
　女体山を構成する主岩相は角閃石輝石ハンレイ岩類

である．角閃石の含有率は男体山付近のハンレイ岩類
と比して少なく，灰色の岩相を呈し，全体に粗粒であ
る．層状構造は一部に認められるが，山頂部に露出す
る斜長岩質ハンレイ岩では斜長石と輝石の濃集の違い
による縞状構造が認められる．その走向はほぼ東西で
（図版 2e），筑波山ハンレイ岩体全体に認められる層
状構造と同様の走向を示す．縞状構造の傾斜は 90°に
近い．女体山ロープウェイ乗り場付近に露出する角閃
石輝石ハンレイ岩には岩相の違いによる層状構造が認
められ（図版 2f），その走向は東西で傾斜は 72°S～
90°と大きい．このような構造から，女体山を構成す
るハンレイ岩類の内部構造は，男体山付近のハンレイ
岩類と同様に，直立に近い構造であると推定される．
　筑波山ハンレイ岩体は，笹田ほか（1987）や宮崎ほ
か（1996）によって，筑波山の山体内部の標高約 50

表 1．岩石試料リストおよび鉱物組合せ．
Table 1.  List of rock samples and mineral assemblages.

試料番号 火成鉱物 変成鉱物
露頭試料 岩石名 Ol Opx Cpx Br-Hbl Bt Pl K-fd Qtz その他 Gr-Hbl Cum Chl 粒度その他

2011123001 Cpx-Opx-Hbl gabbro + ++ +++ ++ + 粗粒
2011123002 Hbl gabbro + ++ ++ 中粒
2011123003 granite + ++ ++ ++ Grt, Ms 中粒
2012011303 Hbl gabbro + ++ +++ ++ ++ + 粗粒
2012011304 Hbl  gabbro + + ++ +++ ++ 粗粒
2012011501 Hbl  gabbro + ++ +++ ++ + ++ 中～粗粒
2012031202 migmatic granite + ++ ++ +++
2012031203 Cpx-Opx gabbro + ++ +++ + +++ Sp ++ + + 粗粒
2012031204 granite + ++ ++ +++
2012031205 Hbl gabbro ++ +++ + + + Bt, Zeol
2012031206 Hbl gabbro ++ +++ + + ++ Ab, 細粒
2012031207 Hbl gabbro + + ++ +++ ++ + + Bt, Ms
転石試料

　2011年 12月 30日酒寄林道と鬼ヶ作林道
A Cpx-Opx-Hbl gabbro ++ ++ ++ ++ ++ Prh, Ab
B Hbl gabbro + +++ ++ ++ ++ + 粗粒
C Hbl-Bt diorite +++ + ++ ++ 細粒
C granite + ++ +++ ++ 粗粒
D Hbl gabbro + +++ ++ ++ + 細粒

　2012年 1月 13日鬼ヶ作林道
2012011301 Hbl gabbro + +++仮像 +++ +++ ++ Carbonate

　2012年 1月 13日酒寄林道
A2 Hbl gabbro +++仮像 ++ ++ + 中粒
B2 Hbl gabbro + +++ ++ ++ 中粒
C2 Cpx-Opx-Hbl gabbro + ++ ++ + ++ 粗粒
D2 Cpx-Hbl gabbro ++ +++ ++ ++ + 粗～中粒
E2 Cpx-Opx-Hbl gabbro ++ ++ ++ ++ 片状細粒

　2012年 3月 4日迎場登山道
A3 斜長岩質 gabbro + + +++ + + Zeol, Ab, 粗粒
B3 ノーライト質 gabbro + +++ + ++ 粗粒
C3 斜長岩質 gabbro + +++ ++ + + 粗粒

　2012年 3月 12日白滝ーつつじヶ丘自動車道
2012031201 Hbl gabbro + + ++ ++ ++ + + Bt, 中粒

A4 コートランド岩質 gabbro + + + +++ + ++ + Bt, Ms
Ol: olivine, Opx: orthopyroxene, Cpx: clinopyroxene, Hbl: hornblende, Bt: biotite, Pl: plagioclase, K-fd: K-feldspar, Qtz: quartz, Sp: spinel, Cum: 

cummingtonite, Chl: chlorite, Grt: garnet, Ms: muscovite, Prh: prehnite, Ab: albite, Zeol: zeolite.
+: present, ++: common, +++: abundant, Br-: brown, Gr-: green.
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～ 60 mレベルに分布していることが報告されており，
山頂まで一連の岩体と考えられている．また，霞ヶ浦
用水筑波トンネル内の観察により，筑波山の山腹に露
出する花崗岩に貫かれているとされているが，彼らは
このハンレイ岩体の形状を明確に示していない．一方，
高橋（1994）は，このハンレイ岩体を層状岩体と想定
している．今回の岩体構造の調査結果からは，男体山
付近のハンレイ岩類と女体山付近のハンレイ岩類とも
に直立の構造を持つと結論される．霞ヶ浦用水筑波ト
ンネル内に露出するハンレイ岩類との連続性を考慮す
ると，筑波山ハンレイ岩体は比高 800 m以上におよぶ，
東西に長軸を持つ円筒状に直立した貫入岩体である可
能性が高い．

ま と め

1．筑波山山腹において，花崗岩類が分布する標高限
界について調査し，ハンレイ岩類の分布を精査し
た．その結果，地域地質「真壁」図幅（宮崎ほか，
1996）のハンレイ岩類の分布域が改訂され，特に
西側山腹では標高 390 m付近，南側山腹では標高
500 m付近まで花崗岩類が分布していることが確認
された．

2．筑波山西側山腹に位置する酒寄林道の標高 390 m

の露頭で，花崗岩類とハンレイ岩類の境界が認めら
れた．これは霞ヶ浦用水筑波 1号，2号トンネル以
外で初めての確認であり，今後の岩石学的研究によ
り，両者の詳細な関係の解明が期待できる．

3．南北および東西方向の地質断面の検討により，筑
波山ハンレイ岩体の水平断面は東西方向に長軸を持
つ楕円形で，三次元的には短軸面がやや東に急傾斜
した楕円柱を呈すると考えられる .

4．閃緑岩類が花崗岩類を貫いている試料や露頭情報
は，閃緑岩類の貫入時期は，花崗岩類貫入の前後に
少なくとも 2回あったことを示しており， 深成岩マ
グマの貫入関係はさらに複雑なものと考えられる .

5．筑波山ハンレイ岩体の岩相は 6種類に分けられる．
斜長岩質ハンレイ岩と角閃石ハンレイ岩の関係で
は，両者が漸移的に分化している組織，前者が後者
に貫入している構造，両者のマグマの混合を示す組
織などが確認された．

6．男体山付近のハンレイ岩類と女体山付近のハンレ
イ岩類ともに直立の内部構造を持つと結論され，筑
波山ハンレイ岩体は比高 800 mを超える，東西に長
軸を持つ円筒状に直立した貫入岩体である可能性が
高い．
　なお，貫入ハンレイ岩体の層状構造の成因および形
成過程の解明には，今後，筑波山全域での全岩化学分
析を含む岩石学的研究の実施が期待される．
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（要　旨）

　田切美智雄・矢野徳也・小池　渉．筑波山ハンレイ岩体の層状構造と貫入形態．茨城県自然

博物館研究報告　第 16 号（2013）pp. 1-8，pls. 1-2．

　筑波山ハンレイ岩体とその周囲の花崗岩類の境界を地質調査し，筑波山ハンレイ岩体の正確
な分布を求めた．そして霞ヶ浦用水筑波トンネル内のハンレイ岩類の分布の情報を加えて，筑
波山ハンレイ岩体の貫入形態を推定した．ハンレイ岩体は東西走向でほぼ直立した層状構造を
もつ．また岩体は東に急傾斜した，東西に長軸を持つ円筒状の貫入岩体であると考えた．

（キーワード）: ハンレイ岩体，層状構造，貫入形態，円筒，筑波山．
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図版と説明
（2図版）

Plates and Explanations
（2 plates）
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図版 1（Plate 1）

a.  酒寄林道沿いに露出するハンレイ岩の低位境界．
a.  The lowest border of gabbroic rocks exposed along Sakayori forest road.  

b.  閃緑岩の花崗岩への貫入境界を示す岩石片．
b.  A polished rock surface section showing diorite intruding into granitic rocks.  

c.  bの閃緑岩と花崗岩境界の薄片写真（オープンニコル）．Hbl: 角閃石，Pl: 斜長石，Qtz: 石英．
c.   Thin section photograph showing the boundary between diorite and granitic rocks of b（open nicol）. Hbl: 

hornblende, Pl: plagioclase, Qtz: Quartz.  

d.  bの閃緑岩と花崗岩境界の薄片写真（クロスニコル）．
d.  Thin section photograph showing the boundary between diorite and granitic rocks of b（crossed nicols）.  

e.  鬼ヶ作林道の転石に認められるハンレイ岩の分化を示す組織．
e.  Differentiation structure of gabbroic rocks observed in a bounding stone block along Onigasaku forest road.  

f.  男の川の露頭での斜長岩質ハンレイ岩の角閃石ハンレイ岩への貫入．
f.  Intrusion structure of anorthositic gabbro into hornblende gabbro observed at an outcrop in Onogawa.
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図版 2（Plate 2）

a.   2 種マグマ混合を示すハンレイ岩の薄片写真（オープンニコル）．Hbl: 角閃石，Ca-Pl: 灰長石，Na-Pl: 曹
長石．

a.   Thin section photograph of gabbro showing two magma mixing（open nicol）. Hbl: hornblende， Ca-Pl: 
Ca-plagioclase（anorthite）, Na-Pl: Na-plagioclase（albite）.  

b.  2種マグマ混合を示すハンレイ岩の薄片写真（クロスニコル）．
b.  Thin section photograph of gabbro showing two magma mixing（crossed nicols）.  

c.  男体山神社付近のハンレイ岩の縞状構造．
c.  Banded structure of gabbroic rocks at an outcrop near Nantaisan Shrine.  

d.  男体山山頂部のハンレイ岩の波状斜交構造．
d.  Wavy and cross-bedded structure of gabbroic rocks at the summit of Mt. Nantai.  

e.  女体山山頂部の斜長岩質ハンレイ岩の縞状構造．
e.  Banded structure of anorthositic gabbro at the summit of Mt. Nyotai.  

f.  女体山ロープウェイ乗場の角閃石ハンレイ岩の層状構造．
f.  Layered structure of hornblende gabbro at the terminal of Nyotai-san ropeway.
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